
［標準様式例７-３］

業務の名称

業務概要

契約担当官等の氏名並びに
その所属する部局の名称及
び所在地

契約年月日 平成20年8月26日

契約業者名 （株）東京建設コンサルタント

契約業者の住所 東京都豊島区北大塚１丁目１５番６号

契約金額 15,750,000 円（税込み）

予定価格 15,771,000 円（税込み）

随意契約によることとした
理由

業務場所

業種区分

履行期間（自） 平成20年8月27日

履行期間（至） 平成21年3月31日

備考

備考

随意契約結果及び契約の内容

　本業務は、甲府河川国道事務所が行う河川環境整備事業につい
て、仮想市場法などを用いて事業によってもたらされる便益を算出
し、事業に係る費用対効果の分析・評価の検討を行うとともに、河
川環境整備計画の現時点における問題点の整理と対応策の検討を行
うことを目的とする業務である。
　本業務の履行に当たっては、従事する配置予定技術者に技術力、
豊富な知識及び実務経験を必要とすることから、簡易公募型プロ
ポーザル方式（技術者評価型）よる技術提案書の提出を求め、審査
し、業者の選定を行った結果、株式会社東京建設コンサルタントの
配置予定技術者は、技術提案書及びヒアリングにおいて経験及び能
力、業務の実施方針、業務実施手法等、総合的に優れた提案を行っ
た者であり、上記業者と会計法２９条の３第４項、予算決算及び会
計例第１０２条の４第３号の規定により、随意契約を行うものであ
る。

甲府河川国道事務所管内

土木関係建設コンサルタント業務

公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに、備考欄に単価契約である
旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。

平成２０年度富士川河川整備効果等検討業務

本業務は、甲府河川国道事務所が行う河川環境整備事業について、
仮想市場法などを用いて事業によってもたらされる便益を算出し、
事業に係る費用対効果の分析・評価の検討を行うとともに、河川環
境整備計画の現時点における問題点の整理と対応策の検討を行うこ
とを目的とする。

分任支出負担行為担当官関東地方整備局　甲府河川国道事務所長
藤兼　雅和
山梨県甲府市緑が丘１－１０－１

入札情報サービス（ＰＰＩ）（http://www.i-ppi.jp/Search/Web/
Gyomu/keika/Search.aspx）にアクセスし、発注機関及び業務名を
入力して検索することにより、契約過程に関する情報を閲覧可能で
ある。


